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   領域で，ある普遍的た形で与えられ，その形とそこに現われる普遍定数を理論的に求め
   ることができる．
 2）時間差τの小さい所での見，地の振舞いと，乱流中の慣性力，圧力および粘性力の2次
   のモーメントとの間に，ある簡単な関係があること，またτの小さいところで地＜見
   とたることが示され，それらのモーメントの定量的評価ができる．
             マルチフラクタルの確率的構造
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 乱流中におかれた熱線センサからの出力信号を直線化し，さらに増幅した（全）信号を，バン
ドパスフィルター供給し，その出力信号を観察した．フィルターの中心周波数／mと帯域幅〃
の比は／m／〃＝10であった．また，中心周波数の異なる4個のフィルターを使用し，観測は同
時に行った．
 フィルターされた信号は次の特徴を示した．（i）！mの高い信号ほどより間欠性の強い信号
である．（ii）間欠性は時系列上でゆらぎ，マルチフラクタルである．（iii）低周波数の信号は一
見一撃がりに見えるが，位相のとびを示し，間欠的である．これらの特徴は乱流のマルチフラ
クタルた性質によるものであり，この性質は全信号の時系列データの相関関数が単一の相関長
で表現出来ないことを意味している．
 われわれは，その相関関数を階層的表式で表わし，非粘性極限でN－S方程式（および連続方
程式）のスケール変換不変性を表わす自己相似性を相関関数の階層に導入した．また，階層を流
れるエネルギー流速の時間スケール（内部時間）を導入した．それによって，速度ゆらぎの階層
での強度分布を与える表式を得た．
 乱流のマルチフラクタルた性質は，時系列上での散逸速度のゆらぎであり，このゆらぎは内
部時間のゆらぎである．この内部時間のゆらぎは，エネルギー流速の時間スケールの引き延ば
しであり，この引き延ばしは流体の粘性によって生ずる．また，この引き延ばしは，相関長の
より短い階層でより強く起り，コルモゴロフ波数尾。の近傍での強いエネルギー消散を意味す
る．乱流のエネノレギースペクトルの一5／3乗則は階層での自己相似性による．粘性による内部時
